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研究成果の概要： 
近年、ボランティアの翻訳者によるオンライン文書の翻訳紹介、NGOやNPOなどによるオン
ラインでの多言語情報発信などが急激に増えている。こうした活動に従事するオンライン翻訳

者を支援するために、本研究では、(1)大規模で高品質かつ高機能なレファレンス情報資源群（辞
書や事典）を、既存の高品質辞書と Web を活用して構築するとともに、(2)それらを統合的に
参照しつつ翻訳作業を進めることのできるオンラインの翻訳支援環境を開発した。レファレン

ス情報資源群（QRlex）については、一般語対訳辞書として三省堂『グランドコンサイス英和
辞典』を用い、高度で柔軟な活用手法を開発するとともに、オンライン情報資源を用いて大規

模な固有名と専門語の対訳辞書を自動構築した。また、既に訳された関連する文書対を収集参

照するメカニズムを開発した。翻訳支援環境として、これらのレファレンス情報資源を統合的

に参照でき、辞書引きからオンライン情報資源の探索までをシームレスに実現できるシステム

QReditを構築した。研究を終えるにあたり、三省堂の協力を得て、QReditを組み込んだ「み
んなの翻訳」サイトを情報通信研究機構言語翻訳グループと研究代表者の研究室で共同開発し、

オンライン翻訳者向けに一般公開している。 
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１．研究開始当初の背景 
 インターネットの発達とともに様々な言
語の情報がオンラインで流通する中、翻訳の
ニーズは急増しており、ボランティアの翻訳

活動が盛んになっている。また、NGOやNPO
が多言語で情報を発信していることからく
る翻訳ニーズも大きくなっている。これらの
活動は今後のグローバル化と多言語・多文化
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環境の進展の中で世界的にも極めて重要な
役割を担っており、メディア論的にも、既存
のニュース・メディアにとってかわる可能性
を持っている。ところで、翻訳を促進する環
境に目を向けると、簡単な自動辞書引きから
機械翻訳、翻訳メモリなど様々なものが提案
され実装され提供されているが、オンライン
のボランティア翻訳者が持つニーズを考慮
し、その活動を統合的に支援する環境やレフ
ァレンス・ツールは存在しない。それゆえ翻
訳者を支援するオンライン上のレファレン
ス・ツール編成とそれを提供する統合的な翻
訳支援環境の構築は喫緊の課題であった。 
 
２．研究の目的 
 以上の背景から、本研究プロジェクトでは、
オンライン翻訳者向けにオンラインで活用
できるレファレンス・ツールを構築し、翻訳
者の翻訳行動に即して、翻訳プロセスの中で
必要な情報を提供できる環境を構築するこ
とを目的とする。具体的には、以下を実現す
る。 
(1)基本高品質辞書の高度な活用。翻訳者は一
般語や熟語・慣用句については、既存の高品
質辞書が提供する情報にほぼ満足している
が、その活用状況の改善を望んでいる。そこ
で、熟語や慣用句の柔軟な自動辞書引きを実
現する。高品質辞書としては三省堂『グラン
ドコンサイス英和辞典』を用いることとした。 
(2)固有名・専門語辞書の拡充。固有名と専門
語については、新たなものの登場が早いため、
既存の人名事典や用語辞典ではカバーでき
ない部分が大きい。ウェブ情報資源を用いて
人名事典と用語辞典を大規模に拡充し、ウェ
ブ情報とのシームレスな接続をはかる。 
(3)関連既訳文書の収集と活用。翻訳者は自分
が訳している文書と関連するテーマやカテ
ゴリの既訳文書から、表現等を利用する。し
たがって、翻訳者のプロファイルと翻訳文書
のテーマに応じて関連既訳文書を収集し、翻
訳メモリ的にリサイクルするメカニズムを
開発する。 
(4)以上のレファレンス情報資源およびメカ
ニズムを組み込んだ翻訳者向け統合エディ
タ環境を開発して（試験的な）利用に供する
とともに、高品質辞書の出版社と提携して、
構築したレファレンス情報資源とともに、そ
の環境を一般公開する。 
 
３．研究の方法 
 本研究の目的を実現するためには、レファ
レンス・ツール論（図書館情報学）的なアプ
ローチ、翻訳論と翻訳プロセスの考慮、情報
工学（自然言語処理及びウェブ処理）という
三つの異なる領域の知見をもとに、それぞれ
をいっそう展開しつつ、目的のもとで統合し
てゆく必要がある。その際には、理論・技術・

応用を総合的に考慮する必要がある。 
 本研究では、まずオンライン翻訳者にメー
ルを通してインタビューを行い、レファレン
ス・ツールおよび翻訳支援に対する翻訳者の
ニーズを明らかにするとともに、翻訳行動の
レベルと動線、要求仕様を実際の翻訳者への
直接の聞き取りおよび翻訳プロセスの観察
に基づき明らかにした。そのニーズを、レフ
ァレンス・ツール論の立場から、オンライン
上のレファレンス編成の条件および翻訳者
が使うに足るレファレンス・ツールの基本要
件として定式化した。 
 方法ではないが、簡単にそこから得た知見
を以下に要約する。まず、翻訳者は正解を求
めてレファレンス・ツールを用いるのではな
く、むしろいわば意思決定の証拠としてツー
ルを用いる。従って、ツールの性格に応じて
要求される情報は変わってくる。オンライン
情報資源から自動的に編成したレファレン
ス・ツールに関して言えば、そこになければ
別途検索エンジンをたたかなくてよいとい
う包括性と、ツールが提供する情報の元情報
源にまでシームレスに遡り妥当性を自ら検
証できるシームレスなメカニズムが必要と
なる。元情報源レベルで翻訳者が情報を検証
できれば、精度への要求はそれほど高くなく
てよい。逆に単体の辞書などは、それ自体と
して世界を構成し、一貫性や精度への社会的
信頼などが担保ている必要がある。 
 翻訳作業の動線に関しては、一見したとこ
ろデモ映えのする、多機能・多ボタンのイン
タフェースなどは一般に嫌われる傾向があ
る。翻訳作業の中心は翻訳文書作成のリズム
を維持することにあり、したがって、レファ
レンス参照を含むすべての操作は、翻訳テキ
スト作成のリズムを中心に設計されなくて
はならないことが明らかになった。 
 以上の条件を実現するために、自然言語処
理、ウェブ処理の技術的先端をふまえつつ、
同時にインタフェース設計を重視し、試行シ
ステムの構築と翻訳者による試験的利用と
検証とを繰り返すことで、レファレンス・ツ
ールおよびシステムの機能仕様と性能仕様
を詳細化し、インタフェースの改善を行った。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は以下のように整理するこ
とができる。 
(1)レファレンス情報資源の高度化 
新聞およびウェブを用いて大規模な人名事
典（約 30 万人名対）をバッチで構築すると
ともに、リアルタイムでウェブ上から人名対
訳を探すメカニズムおよび結果を検証する
メカニズムを接続した。専門用語については
約 20 万の専門用語対訳対に基づき、異形を
含む実際の表現形態をウェブから検索する
機能を接続し、また、既存対訳対をシードと



 

 

して包括的に用語対訳対を収集するルーチ
ンを開発した。これに加え、関連既訳文書の
リサイクル手法として、ユーザが指定したプ
ロファイル（分野キーワード、参照ページの
トップ URL リスト）に基づき既訳文書対を
自動収集し、翻訳メモリとして提供するルー
チンを開発した。 
(2)辞書参照機能の高度化 
柔軟な異形に対応するイディオムの自動マ
ッチング機構を開発し、単純語だけでなく、
複合語やイディオムを含む柔軟な統合的自
動辞書引きを実現したほか、異種辞書資源の
アクセス動線を考慮した検索フローを支え
る機構を開発した。 
(3)インタフェース／アプリケーション 
原テキスト領域と翻訳テキスト領域の二領
域を基本とし、あらゆる辞書引きと情報探索
活動はマウスを用いた原テキスト領域から
の小ポップアップおよび大ポップアップに
よりシームレスに行える一方、キーボード制
御は常に翻訳テキスト作成領域に置かれる
ようインタフェースを設計することで、翻訳
テキスト作成をコアにすべての参照作業を
副プロセスとして編成し、翻訳行動の一貫性
を維持しながら多様かつ豊富なレファレン
ス情報資源への参照を行えるようにした。シ
ステム QRedit はサーバーで運用され、利用
者はウェブブラウザ（FireFox）を通してシ
ステムにアクセスできる。 
(4)公開サイト「みんなの翻訳」 
レファレンス・ツールおよび翻訳支援システ
ムを公開し、より多くのオンライン・ボラン
ティア翻訳者の参加を促進するために、
QRedit を組み込んだ翻訳文書作成・発信の
ための統合サイト「みんなの翻訳」を構築し
た。この部分は、本科学研究費の研究チーム
と情報通信研究機構言語翻訳グループの共
同プロジェクトとして開発し、また、三省堂
の協力を得ている。サイトについては「５．
主な発表論文等」の末尾を参照されたい。 
(5)理論的成果 
レファレンス・ツール論の観点からは、オン
ライン情報流通時代のレファレンス・ツール
の望ましいあり方を、翻訳関連ツールという
限られた範囲ではあるが、明らかにした。翻
訳論をめぐっては、印象論的議論ではなく、
ツール編成という具体的な産物を通して、オ
ンライン翻訳者という新たな翻訳者の翻訳
プロセスを明確化することに貢献している。 
(6)翻訳物 
本研究遂行段階では、翻訳作業はシステムや
ツールの検証のために試行的に行うに留ま
ったため、本システムを用いたボランティア
による翻訳文書の作成動向は今後を待たな
くてはならない。しかしながら、試行的な利
用を通していくつかのサイトで翻訳が進め
られたほか、試行利用の副産物として作品社

から『宇宙戦争』が翻訳出版され、『ブラッ
クウォーター』『アメリカ全侵略史』などの
翻訳書籍も 2009 年に刊行される予定である。 
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